
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
後
も
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
拡
大

を
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

学
校
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

　
　

境
に
つ
い
て
は
、
土
浦
地
区

二
十
四
校
は
土
浦
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
、
新

治
地
区
四
校
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
回
線
を
利
用
し
て
お
り
、
教
育

活
動
が
滞
ら
な
い
範
囲
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
形
態
は
異
な
る
も

の
の
、
全
小
・
中
学
校
で
同
等
の

環
境
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
学
校

間
格
差
は
生
じ
て
い
な
い
。

　
　

平
成
二
十
年
度
の
公
共
施
設

　
　

の
維
持
整
備
費
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
築
三
十
年
以
上
の
公

共
施
設
の
建
て
替
え
、
大
規
模
改

修
な
ど
を
行
っ
た
場
合
の
維
持
整

備
に
つ
い
て
、
第
七
次
総
合
計
画

の
前
期
終
了
年
度
の
平
成
二
十
四

年
、
さ
ら
に
総
合
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
る
平
成
二
十
九
年
で
の
費

用
と
、
全
予
算
に
係
る
割
合
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

平
成
二
十
年
度
の
公
共
施
設

　
　

の
維
持
経
費
に
つ
い
て
は
、

決
算
統
計
か
ら
普
通
会
計
ベ
ー
ス

で
、
施
設
や
道
路
の
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
維
持
補
修
費
と
し
て

七
億
三
千
四
百
万
円
、
歳
出
合
計

に
占
め
る
割
合
は
一
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま

た
、
築
三
十
年
以
上
の
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
、
市
の
財
産
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
建
築
物
で
は
四

百
二
十
七
棟
と
な
っ
て
い
る
が
、

施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
全
体
の
建
て
替
え
及

び
改
修
費
用
、
ま
た
予
算
の
割
合

に
つ
い
て
は
、
試
算
方
法
に
つ
い

て
統
一
し
た
考
え
方
の
検
討
が
必

要
で
あ
り
、
現
時
点
で
の
把
握
は

で
き
か
ね
る
も
の
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

一　

茨
城
県
知
事
選
挙
・
衆
議
院

　

選
挙
の
結
果
を
受
け
、
市
長
の

　

政
治
姿
勢
を
伺
う
。

二　

高
齢
者
な
ど
の
人
権
と
生
活

　

を
守
る
「
成
年
後
見
制
度
」
の

　

活
用
は
な
ぜ
低
い
の
か
。
そ
の

　

改
善
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

昨
年
度
の
生
活
保
護
の
相
談

　
　

件
数
と
、
そ
の
相
談
件
数
の

中
か
ら
申
請
を
受
け
た
件
数
、
住

居
を
失
っ
た
ホ
ー
ム
レ
ス
等
の
申

請
の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

病
気
で
相
談
に
行
け
な
い
、
本
人

一
人
で
は
意
思
が
伝
え
ら
れ
な
い

な
ど
、
そ
う
い
っ
た
方
の
代
理
人

申
請
は
可
能
で
あ
る
か
伺
う
。

　
　

平
成
二
十
年
度
の
相
談
件
数

　
　

は
四
百
五
十
三
件
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
申
請
は
百
九
十
三
件
で

あ
る
。
ホ
ー
ム
レ
ス
等
の
申
請
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
に
ホ
ー

ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
基

本
的
に
相
談
を
受
け
た
自
治
体
が

要
否
判
定
し
、
保
護
を
要
す
る
状

態
で
あ
れ
ば
居
宅
生
活
の
可
否
判

断
を
行
い
、
社
会
福
祉
法
に
基
づ

く
無
料
・
低
額
宿
泊
施
設
等
に
住

居
を
確
保
し
、
保
護
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
申
請
件
数
は
、

昨
年
度
が
十
二
件
、
本
年
度
は
八

月
末
現
在
で
八
件
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
代
理
人
申
請
に
つ
い

て
は
、
生
活
保
護
の
申
請
は
本
人

の
意
思
に
基
づ
く
こ
と
を
大
原
則

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
庁
で

き
な
い
要
保
護
者
の
場
合
、
職
員

が
自
宅
や
病
院
等
を
訪
問
し
て
直

接
面
接
を
行
い
、
申
請
に
至
る
場

合
も
あ
る
。
ま
た
、
十
分
な
意
思

能
力
が
な
い
方
の
場
合
で
も
、
窮

迫
し
た
状
態
で
は
職
権
を
持
っ
て

保
護
を
開
始
で
き
る
こ
と
か
ら
、

代
理
人
に
よ
る
申
請
は
馴
染
ま
な

い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

二　

公
営
住
宅
に
つ
い
て

質
問

質
問

保
健
福

祉
部
長

教
育
長

副
市
長

平
成
二
十
年
度
の
公
共
施

設
維
持
整
備
費
に
つ
い
て柏村忠志　議員

生
活
保
護
に
つ
い
て

田中涬介　議員

手話通訳者について手話通訳者について手話通訳者について手話通訳者について
　耳の不自由な方が本会議の傍聴を
希望される場合には、手話通訳者の派
遣を依頼いたします。
　ご利用の際には、少なくとも一週
間前までに議会事務局へお申し込み
ください。

インターネットの場合は、「土浦市議会事務局」と入力して検索
してください。「土浦市議会ホームページ」→「傍聴」で詳しくお
知らせしております。
● 電話 029(826)1111 内線2277
● FAX 029(826)3379

議会を傍聴
してみませんか
議会を傍聴
してみませんか
議会を傍聴
してみませんか
詳しくは、議会事務局へ
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